
1 

 

JENESYS2018 ASEAN 招へいプログラム第 7陣の記録 

環境・防災・農業技術交流 対象国：インドネシア 

環境・防災技術交流 対象国：ラオス 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2018」の一環として、インドネシアの大学

生・大学院生・社会人 9名、ラオスの高校生、大学生、社会人 17名が、2018 年 10 月

16 日～10月 23 日の日程で来日し、ラオスは「環境・防災技術交流」、インドネシアは

「環境・防災・農業技術交流」、をテーマとしたプログラムに参加しました。 

 一行は、上記テーマの下、東京都内で講義を聴講、関連施設の視察後、国別グルー

プに分かれ、インドネシアは熊本県、ラオスは岩手県を訪問しました。訪問地では、

地方自治体への表敬、テーマに関する視察の訪問、地域住民や関係者との交流等を行

いました。また、ホームステイも体験し、日本人との交流を通して日本についての理

解を深めました。一行は、プログラム中、各々の関心事項や体験について SNS を通じ

て発信を行い、帰国前の報告会では、訪日経験を活かした帰国後のアクション・プラ

ン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 2 か国・26 名 （内訳）インドネシア 9名、ラオス 17 名 

【訪問地】 東京都、岩手県（ラオス）、熊本県（インドネシア） 

 

２．日程   

 インドネシア ラオス 

10月16日

（火） 

来日、【オリエンテーション】 

【ASEAN 概要の聴講】ASEAN 事務局、【文化視察】浅草寺 

10 月 17 日

（水） 

【日本理解講義の聴講】  

講師：東京大学社会科学研究所 助教 大堀 研 氏 

【テーマ関連の視察】首都圏外郭放水路 

10 月 18 日

（木） 

東京都から熊本県へ移動 

【表敬訪問】熊本県 

【文化視察】熊本城 

東京都から岩手県へ移動 

【地域概要の聴講】 

釜石市民交流センター 

10 月 19 日

（金） 

【テーマ関連の視察】 

熊本県八代市アグリビジネスセン

ター（農業技術） 

【学校交流】熊本大学 

【表敬訪問】釜石市 

【テーマ関連講義の聴講】 

講師：株式会社かまいしDMC、釜石市

オープンシティ 

【テーマ関連の視察】 

鵜住居町バス、宝来館浦山、防災学

習プログラム「いのちの道」 

【ホームステイ】 

10 月 20 日 【文化体験】茶道 【ホームステイ】 
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（土） 【ホームステイ】 

10 月 21 日

（日） 

【ホームステイ】 

【地域住民・関係者との歓送会】 

【ワークショップ(報告会準備)】 

【ホームステイ】 

【地域住民・関係者との歓送会】 

【ワークショップ（報告会準備）】 

10 月 22 日

（月） 

熊本県から東京都へ移動 

【成果報告会】 

帰国 

岩手県から東京都へ移動 

【成果報告会】 

【視察】東京タワー 

10 月 23 日

（火） 

－ 帰国 

 

３．プログラム記録写真  

インドネシア（訪問地：東京都・熊本県） 

  

10 月 16 日【文化視察】浅草寺 10 月 17 日【日本理解講義の聴講】 

  
10 月 17 日【テーマ関連の視察】 

首都圏外郭放水路 
10 月 18 日【表敬訪問】熊本県 

 

 
 
 
 
 
 

10 月 18 日【文化視察】熊本城 
10 月 19 日【テーマ関連の視察】熊本県八

代市アグリビジネスセンター(農業技術) 
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10 月 19 日【学校交流】熊本大学 10 月 20 日【文化体験】茶道 

  

10 月 21 日【地域住民・関係者との歓送会】 

  

10 月 22 日【成果報告会】 

ラオス（訪問地：東京都・岩手県） 

  

10 月 16 日【文化視察】浅草寺 10 月 17 日【日本理解講義の聴講】 
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10 月 17 日【テーマ関連の視察】 

首都圏外郭放水路 

10月18日【地域概要の聴講】 

釜石市民交流センター 

  

10月19日【表敬訪問】釜石市 
10月19日【テーマ関連講義の聴講】株式会

社かまいしDMC、釜石市オープンシティ 

  

10月19日【テーマ関連の視察】 

鵜住居町バス 

10月19日【テーマ関連の視察】宝来館浦山、

防災学習プログラム「いのちの道」 

 

 

10 月 20 日【ホームステイ】 
10 月 21 日【地域住民・関係者との歓送

会】 
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10 月 21 日【地域住民・関係者との歓送

会】 

10 月 21 日【ワークショップ(報告会準

備)】 

 

10 月 22 日【成果報告会】 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ インドネシア大学生 

この JENESYS2018 プログラムに参加できて、とても幸運だと感じています。今回の訪問

地、熊本県では防災対策総司令官である危機管理防災企画監から、地域ごとの組織の働

き、どのように地域住民が防災・減災への取り組みに積極的に関わっていたのかについ

てお話があり、インドネシアでも同じように取り組みたい事例として印象に残りました。

アグリビジネスセンターでは、地域の農業関係者に対し無料で相談を受け付けているこ

と、商品開発を支援していることを学びました。その後、開発中のアイスクリームを試

食させてもらったことはとても印象に残っています。このプログラムが継続し、インド

ネシアと日本の友情を結び、関係を強固にする場となることを願っています。 

◆ インドネシア大学生 

地方自治体と学校訪問で受けた防災に関する話は、特に深く印象に残っています。日本

の洪水や地震など災害に対する防災・減災対策はとても素晴らしいです。日本がどのよ

うに災害対策を行ってきたのか、インドネシアへ情報を伝えられるようきちんと勉強し

なくては、と思いました。インドネシアもまた災害に常に見舞われる国であり、耐震構

造の建物や首都圏外郭放水路のような地下の洪水対策の貯水タンクの建設、住民の災害

への備え等、日本がどのようにして災害に取り組んできたか真剣に学ぶ必要があると思

います。熊本県の危機管理防災課のお話は印象的で大変わかりやすく、熊本県での防災

訓練や熊本地震の際の対応などについてよく理解することができました。 

◆ インドネシア社会人 

私にとってこのプログラムは、日本人との交流、環境美化や高いテクノロジーなどの日

本社会の特性、また防災対策における行政の警戒準備態勢や住民保護などについて、直

接知見を得て、体験することができる素晴らしいプログラムでした。日本の方たちと直
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接交流でき、日常生活もまた体験し、満喫することができました。JENESYS は、様々な

国、文化、言語を一つにすることができる、とても素晴らしいプログラムだと思います。 

◆ ラオス高校生 

JENESYS2018 で日本に来られたことを嬉しく思っています。日本理解講義では、日本の

経済社会の基本的なことを理解することができました。大都市での日本人の生活を見て、

日本人は秩序正しくきちんとしている人たちだと思いました。新幹線に乗って岩手県に

移動し、釜石に着いた時の温かい歓迎に感激しました。7年前に起こった震災とそこか

らの復興について講義を聞き、実際の被災場所に立って説明を聞くことができました。

釜石市長にお会いする機会は光栄でした。ホームステイ生活は、興味深く得難い体験で

した。防災や日本人の生活について知り、日本の料理を味わい、言葉も学び、とても幸

せでした。 

◆ ラオス大学生 

まず印象的だったのは、釜石の講義でした。日本の防災や復興について知ることができ

ました。そこには進んだ科学技術だけでなく、住民のお互いに気遣い助け合う心がある

ことを知りました。講義を聞いて、地域内外の人々とつながり行動を起こす勇気が湧い

てきました。二つ目に印象に残っているのはホームステイです。日本人の子育ての仕方

はとてもいいです。子どもを叱るとき日本のお父さんお母さんはやさしく静かに言って

聞かせます。日本人はとても賢く礼儀正しくて、魅力的な人たちだと思いました。この

プログラムに参加して、日本の様々な技術や文化社会について知ることができました。

この経験は私のこれからの生活の中でとても役に立つものなので、自分の成長と国の発

展のために活用したいと思います。 

◆ ラオス大学生 

 

５．受入れ側の感想 

 ホストファミリー 

言葉の壁を越えて一緒に料理をして、笑って、遊んで、とても楽しかったです。どの子

も気が利いて、手伝いをよくしてくれ、娘ともよく遊んでくれました。特に娘とは言葉

の壁なんてないかのようによく話して笑っていました。実際にいろんな国の人と生活を

共にすることで、その人の国の事情を知ることができる貴重な機会を与えてもらったと

感じています。 

 ホストファミリー 

穏やかで心優しいラオスの人柄に感動しました。子どもたちが喧嘩をしていると、仲よ

温かい歓迎に感激しました。日本の経済社会について多くのことを学びました。このプ

ログラムはとてもよかったです。日本人が災害時に避難の心構えがあり、学校では防災

教育をしていて、行政が防災マップを作成していることを学びました。「いのちの道」

では、あらかじめ避難路を作っていた人がいて、避難できる場所があったのがとても良

かったと思いました。ホームステイでは、とてもあたたかく礼儀正しく迎え入れていた

だき、美しい文化に触れられて、食事もとても美味しかったです。首都圏外郭放水路で

は、高い技術を使って土地を有効に活用していました。地下に大きな貯水槽や放水路を

作り、その上の地面はサッカー場やいろいろな建物を建てていました。限られた土地を

有効に活用するアイディアがすごいと思いました。 
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くするように取り計らってくれて、自分たちは 5人兄弟だが、喧嘩をしたことがないと

言っていたことが驚きでした。学ぶ意欲が旺盛で、多くのことを私たちに考えさせてく

れました。 

 

６．参加者の対外発信  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（インドネシア学生） 

このプログラムに参加できる機会を与え

てもらい、本当に感謝しています。今、こ

の瞬間まで数千もの思い出を得られまし

た。本プログラムを通じ、日本文化と日本

食について多くの知見を得られ深めるこ

とができました。 

（インドネシア学生） 

熊本大学は、九州の熊本県にある大学で

す。2016 年 4 月 14 日(6.2SR)と 16 日

(7.0SR)、この地域は二度にわたり大地

震に襲われました。大学訪問のおかげ

で、その地震について、大学側の体験談

や地震後の対応・復興などについて多く

の情報を得られました。日本人が、災害

が起こる前から日々どのように備えて

いるのかを知ることができました。 

  

（ラオス学生） 

二日目のアクティビティは、首都圏外郭放

水路、日本理解促進講義でした。 

（ラオス学生） 

今日の JENESYS2018 ラオスチームは、釜

石市長表敬と津波被災現場へ訪問しま

した。 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表  

 

【インドネシア】インスタグラム、Facebook などで、プログラムでの学びを継続

して発信します。また、訪日経験の動画を作成し、SNS 上で発信するとともに、

YouTube にその動画を投稿します。 

 

【ラオス】プロジェクト名：ゴミ減量による環境への配慮喚起 

高校生 50人以上を対象に、環境保護の意識を植え付けて、ゴミの分別やゴミ箱の数

を減らすなどの活動を推進します。具体的には、ゴミ処理について経験についてワ

ークショップを開催すること、そして、学生たちが、ゴミを分別し周りを清潔に保

つために指導し、ゴミ箱を適切な位置に配置できるように変えていきます。 

 


